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   Experimental acute simple urinary tract infections were induced in female rats to determine 
whether low-virulent bacteria can reside in the simple urinary tract, whether minor flora can co-
exist with major flora, and whether the bacterial population changes when antibiotics, to which 
major flora is sensitive and minor flora is resistant, is administered.  "Enterococcus  faecalis  (E.  faecalis) 
and Pseudomonas eruginosa (P. aeruginosa) were instilled into the bladder transurethrally. Most rats 
had more than 1 x  104CFU/m1 of E. faecalis and P. aeruginosa two and four days after inoculation. 
Rats were divided into three groups. Mitomycin C injection group, acetic acid bladder instillation 
group, hydrocortisone injection group. E. faecalis (1 x  107  Mimi) and P. aeruginosa (1 x  104CFS 
 /ml) were instilled into the bladder. Bacterial count of E. faecalis was over 1,000 times that of P. 
aeruginosa in 14 rats two days after inoculation and in two rats six days after inoculation. Ampi-
cillin (ABPC) was administered once a day for four days from two to five days after inoculation 
under the same condition. Bacterial count of E. faecalis was over 1,000 times that of P. aeruginosa 
in 26 rats two days after inoculation. The bacterial population changed in seven of the 26 rats 
after administration of ABPC, and in three of the 12 untreated rats. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 39: 919-922,1993) 


















与 す る と,薬 剤 感受 性 の高 いmajorfloraが消 去 さ
れ,薬 剤 耐性 度 の高 いminorfloraが残 り,菌 交 代
を 起 こす こ とが あ る.
た しか に複 雑 性 感 染症 では,複 数 菌 感染 の頻 度 が 高
く,い わ ゆ る弱 毒菌 が分 離 され る こ とが多 い.ま た,
交代 菌 は 多 剤 耐 性 で あ る こ とが 多 い ことは,周 知 の と
お りで あ る.
しか し,単 純性 尿 路 感 染 症 の場 合 は,は た して本 当
に 強 毒 菌 しか 定着 で きな い の で あ ろ うか.majorflo-
raとminorfloraが共 存す る こ とは な い の で あ ろ う
か.も し,共 存 す る こ とが あ るな らば,majorflora
に は有 効 でminorfloraには 無 効 な 抗生 物 質 を 投 与
す れ ば,菌 交 代 が 起 き るの で は ない か.そ れ を 明 らか
に す る た めに,以 下 の動 物 実 験 を 行 った.
材 料 と 方 法
1)実 験 動 物
Wister系7週齢 雌 ラ ッ ト(体 重llO～1309)を用
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い た.ラ ッ トにampicillin(ABPC)4mgを皮下 注
射 し,尿 中 のABPC濃 度 を測 定 した.3時 間 後 は
390μ9/ml,6時間後 は12.5Pt9/m1,12時間 後 はo.28
μ91m1,18時間 以後 は0・25μ9/m星未 満 で あ った.
2)接 種 細 菌
尿 道狭 窄 を 基礎 疾 患 とす る47歳の慢 性 膀 胱 炎 の男 性
患 者 の恥 骨 上 膀 胱 穿 刺 尿 か ら分 離 した,Enteroeeccus
faeealis(E・faecalia)とPseudomonαSaeruginOSa(P.
aeruginosa)を使 用 した.両 菌 は混 合 感 染 して お り,
と もに β一lactamase非産 生株 で あ った.日 本 化 学療
法 学 会標 準 法 に 準 じて測 定 したABPCの 最 小 発 育 阻
止 濃 度(MIC)は,E.faeeatisが1×108CFUlm1
で3.13μg/ml,P.aeruginosaが1×10sCFU/m1で
2,000Pt9/mlであ った.細 菌接 種 時 に は,そ れ ぞ れ ト
リプ トソイ ブイ ヨ ンで37。C-一昼 夜 培 養 した細 菌 液 を
用 い た.
3)膀 胱 内細 菌 接 種
ラ ッ トに ペ ソ トバ ル ビタ ール を5mg腹 腔 内注 射 し
て麻 酔 した.外 陰 部 を 消 毒 用 ア ル コール で消 毒 し,細
菌 液0.2m1を プ ラ スチ ッ ク製 の マイ ク ロチ ュー ブを
使 って 経 尿 道 的に 膀 胱 内 に 注入 した.細 菌 の定 着 を 促
す 目的 で,長 さ10mmの マ イ クロチ ュー ブを 経 尿道
的 に 異 物 と して挿 入 し,外 尿 道 口を10分間 クラ ソ プ し
た.マ イ ク ロチ ュ ー ブは,挿 入 後24時間 以 内に す べ て
自然 排 出 され た.
4)尿 定 量 培養
ラ ッ トを ペ ソ トバ ル ビタ ー ル の 腹 腔 内 注 射 で麻 酔
し,陰 部 を ア ル コ ール で消 毒 した 後,マ イ ク ロチ ュー
ブを 使 って経 尿道 的 に0.1m1採 尿 した.採 尿後 ただ
ち に,腸 球 菌 の選 択 培 地 で あ るEF寒 天 培 地 と緑 膿
菌 の 選 択 培 地 で あ るNAC寒 天 培 地 を用 い て,37。C
で48時間定 量 培 養 した 。
実 験l
E.faecatis細菌 液 とP.aeruginosa細菌 液 を,そ れ
ぞ れ1×106CFU/mlに な る よ うに 生理 食 塩 水 で 希
釈 して 混合 し接 種 細 菌液 と した.18匹 の ラ ッ トに0.2
m1を 膀 胱 内に 接種 した.接 種2日 後 と4日 後 に 採 尿
して 培 養 しE.faecalisとP.aeruginesaが定 着 で き
るか 調 べた.
実 験2
E.faecatis細菌 液(lx108CFU/m1)と希 釈 した
P.aeruginosa細菌 液(1×105CFU/ml)を混合 して
接 種 細 菌 液 と し,0,2m1を 膀 胱 内 に 注入 し,2日 後
と6日 後 に採 尿 して 培 養 した.2日 後 にE.faecatis
の細 菌 数 がP・aeruginOSaの細 菌 数 の1,000倍以上 に






























人 の尿 路 感 染症 に準 じて1×104CFUlml以上 を 有
意 の細 菌 数 と した.細 菌 接 種2日 後 の 尿 中細 菌 数 は,
E.faecatisは18匹の うち17匹,P.α8摺4π05αは18匹
す べ て が1×104CFU!m1以 上 で あ った.4日 後 で
も,E.faecatisは18匹中14匹(78%),P.aerttginosa


















MMC 4 0 1 0 3
酢 酸 5 2 0 1 2
コルチ ゾン 5 ) 1 1 2
合 計 14 3 2 2 7






MMC 5 0 5
酢 酸 3 1 2
コルチ ゾン 6 3 3
合 計 }4 4 IO
EIP=E.faecatisの細 菌 数/P.aeruginosaの細 菌 数
実験2
E.faecalisの尿 中細 菌 数 がP.aeruginosaの尿 中細
菌 数 の1,000倍以 上 で あ った の は,
i)MMC腹 腔 内注 射 群19匹で は,2日 後 に は4匹 で
あ った.6日 後 に は3匹 はP.aeruginosaが消 失 し1
匹 は細 菌 数 の 差 が1,000倍未 満 に縮 ま った.
ii)酢酸膀 胱 内注 入 群13匹 で は,2日 後 に は5匹 で あ
った.6日 後 に は2匹 はP.aeruginosaが消 失 し2匹
は菌 交 代 が 起 きた.1匹 だ け が細 菌 数 の 差 が1,000倍
以 上 で あ った.
iii)コルチ ゾ ン皮 下 注 射 群23匹は,2日 後 に は5匹 で
あ った.6日 後 に は2匹 はP.aeruginosaが消 失 し1
匹 は菌 交 代 が 起 きた.1匹 は細 菌 数 の差 が1,000倍未
満 に縮 ま った.1匹 だ け が細 菌数 の差 が1,000倍以上
で あ った.
全 体 で は,2日 後 に は,55匹 の うち14匹 がE.fae-
ealisの細 菌 数 がP.aeruginosaの】,OOO倍以 上 で あ っ
た.そ の14匹の うち,6日 後 に は,7匹(50%)でP.
aerugt'nosaが消 失 し,3匹(22%)が 菌 交 代 を起 こ し
た.2匹(14%)は 細 菌 数 の 差 が1,000倍未 満 に な り,
2匹(14%)だ け が1,000倍以 上 で あ った(Table2).
実 験3
細 菌 数 接 種2H後 のE・faecalisの尿 中細 菌 数 がP.
aeruginosaの1,000倍以上 の ラ ッ トを対 象 と した.
i)MMC腹 腔 内 注 射 群38匹の うち5匹 が 対象 と な っ
た が 菌 交 代 は1匹 も起 き なか った.4匹 はP.aerugi-
n・saが消 失 し,1匹 は減 少 した.
ii)酢酸膀 胱 内注 入 群22匹の うち3匹 が 対象 とな り,
1匹 に菌 交 代 が 起 き た.残 り2匹 の うち1匹 はP.
aeruginosaが消 失 し,1匹 は 減 少 した.
iii)コル チ ゾソ皮下 注 射 群25匹の うち6匹 が 対 象 とな
り,3匹 に菌 交 代 が 起 きた.残 り3匹 はP・aeruginosa
が 消失 した.
全体 と して は85匹中14匹が対 象 とな り,4匹(29%)
に 菌 交 代 が起 きた,残 りの10匹(71%)はP.aeru-
ginosaが消 失 な い し減 少 した た め に,菌 交代 が 起 き
な か った(Table3).
実験4
無処 置 の ラ ッ ト46匹の うち12匹が 対 象 とな り,3匹
(25%)に菌 交 代 が 起 きた.そ の他 の9匹(75%)は
P.aeruginosaが消 失 した.
考 察
実 験1で,弱 毒菌 と いわ れ るE.faecalisとP.ae-
ruginosaがラ ッ トの尿 路 に か な り高 率 に 定 着 す る こ と
が 明 らか に な った.臨 床 で は,急 性 単 純 性 膀 胱 炎 の原
因菌 は,Escherichiacoli(E・celi)が80～90%を占 め
て い る.し か し,い わ ゆ る 日和見 感 染 菌 が,少 数例 な
が ら原 因菌 と して分 離 され て お り2-4),急性 単純 性 尿



















V・2・7・ll>。ところが,実 験3と4か らは,菌 交代の頻
度は処i群 も無処置群もともに20%禽後半であった.
実験3と4で は,主感染菌には有効だが少数感染菌に
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